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大会名 〔 〕平成27年度全国中学校体育大会

第37回　全国中学校軟式野球大会
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　１回戦を完勝した北部中と出水中の試合は北部中に軍配が上がった。北部中の左腕，新谷のボールは威力十分で，
相手チームに連打を許さなかった。また，外野の守備も堅く，４回裏，一死二塁の場面で，左翼の竹腰がライナー性
の飛球をダイビングキャッチして　得点を与えないなど，投手を中心とした高い守備力を感じさせた。得点したのは
５回の表。８番小久保が左翼の敵失で二塁へ進塁し，９番竹腰の犠打で三塁に進み，１番背戸の犠飛で，小久保が生
還した。そして，新谷がこの１点を守り切った。
　出水中は，左腕の石田の打たせて取る丁寧な投球が光り，相手打線を１点に抑えたが，４回，５回と好機を迎えな
がら得点することができなかった。しかしながら，きびきびとした選手の動きは，見るものに爽やかな印象を与え，
中学野球の原点を感じさせるものであった。

【完封した新谷】

【小久保，先制のベース
へ滑り込む】
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